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挨
拶

会
長
　
粕
谷
邦
男

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
で

益
々
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
本
会
に

ご
理
解
、
ご
支
援
を
頂
き
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

わ
が
四
日
市
南
高
校
も
創
立
五
十
五

年
を
超
え
、
歴
史
と
栄
光
が
着
々
と
刻

み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
二
万
人
も
の
ご

同
輩
が
登
城
ヶ
丘
を
巣
立
ち
さ
れ
、
国

内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
事
、
誠
に
誇

り
で
あ
り
、
自
慢
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
が
全
て
幸

福
で
あ
り
ま
す
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

今
春
、
何
年
か
ぶ
り
で
京
都
岩
船
寺
、

浄
瑠
璃
寺
の
里
山
を
歩
き
ま
し
た
。
紫

陽
花
は
ま
だ
で
し
た
が
、
馬
酔
木
の
花

が
私
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
静
寂

の
中
、鎮
座
さ
れ
る
仏
様
た
ち
は
、堂
々

と
揺
る
ぎ
な
く
、
昔
同
様
ず
っ
と
微
笑

む
お
姿
で
し
た
。
小
生
の
心
の
乱
れ
を

察
知
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
表
情
に
は
変

化
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
実
の
日
常
の
希

薄
さ
、
小
心
者
の
未
熟
さ
に
「
喝
」
を

い
た
だ
き
、
心
洗
わ
れ
ま
し
た
。
寺
を

離
れ
る
時
に
は
、
何
と
ゆ
っ
た
り
と
満

た
さ
れ
た
心
と
足
取
り
に
、
気
持
ち
良

く
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
「
同
窓
会
」
を
考
え
ま
す
と
、
昨

今
、
不
条
理
で
心
な
い
行
動
が
多
々
あ

り
、「
同
窓
会
名
簿
」
の
作
成
を
こ
こ
十

数
年
取
り
や
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
個

人
情
報
問
題
の
世
相
観
で
は
当
然
で
し

た
が
、
わ
が
同
窓
会
を
意
義
あ
る
も
の

に
と
、
今
一
度
考
え
直
し
、
昨
年
の
総

会
に
て
同
窓
会
名
簿
作
成
の
再
開
を
決

め
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
、
全
国
的
に

信
頼
の
あ
る
（
株
）
サ
ラ
ト
に
依
頼
し
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
意

義
を
ご
考
慮
頂
き
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
「
同
窓
会
名
簿
」
が
同
窓
会
並

び
に
、
四
日
市
南
高
校
の
発
展
に
貢
献

し
う
る
こ
と
こ
そ
が
、
我
々
の
本
望
で

あ
り
、
登
城
ヶ
丘
で
の
絆
あ
る
深
交
が

長
く
刻
ま
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

平
成
二
十
六
年　

夏

く
、
国
を
拓
き
、
社
会
貢
献
で
き
る
人

材
育
成
を
目
指
し
、
教
職
員
一
同
尽
力

し
て
い
く
所
存
で
す
。
ど
う
か
諸
先
輩

方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
支
援
の
ほ

ど
を
お
願
い
い
た
す
と
と
も
に
、
同
窓

会
の
ご
発
展
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま

し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
追
記
】
近
鉄
内
部
・
八
王
子
線
存
続

決
定
の
た
め
に
、
皆
様
方
の
絶
大
な
る

ご
支
援
を
戴
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
通
学
手
段
確
保
・
防
災
等
に
お

け
る
地
域
連
携
の
取
組
は
、「
Ｍ
Ｉ
Ｅ

職
員
力
ア
ワ
ー
ド
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
、

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。地
元
で
は「
登

城
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
構
想
」
等

も
あ
り
、
鉄
道
利
用
を
促
進
す
る
企
画

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
ご
支
援
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、

ぜ
ひ
来
年
四
月
発
足
の
「
あ
す
な
ろ
う

鉄
道
」
の
ご
利
用
も
お
願
い
致
し
ま
す
。

ご
挨
拶

学
校
長
　
田
中
真
司

　

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
母
校
の
た

め
に
平
素
よ
り
多
大
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
は
昭
和
三
四
年
に
創
立
、
本
年
度

で
五
六
年
目
を
迎
え
、
2
0
、0
6
3

人
の
卒
業
生
の
方
を
輩
出
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
「
登
城
ケ
丘
」
は
、
昔
も
今

も
青
春
の
息
吹
が
満
ち
溢
れ
、
在
校
生

は
今
日
も
、「
桜
坂
」
や
「
み
ん
な
み
階

段
」
を
上
り
、
元
気
に
明
る
く
登
校
し

て
き
ま
す
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
勉
学
や
部
活
動
に

非
常
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
南
高
は
早

朝
か
ら
放
課
後
ま
で
活
気
に
満
ち
溢
れ

て
い
ま
す
。
学
校
行
事
も
非
常
に
盛
り

上
が
る
と
と
も
に
、
本
年
度
は
、
筝
曲

部
の
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
連
続
出
場

を
は
じ
め
、
運
動
部
・
文
化
部
と
も
県

内
上
位
入
賞
の
活
躍
を
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
去
る
三
月
に
甲
子
園
球
場
で
開

催
さ
れ
た
選
抜
高
校
野
球
大
会
開
会
式

で
、
全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
勝
し
た
南
高
卒
業
生
が
国
歌
を
独
唱

し
、
全
国
に
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
困
難

に
も
め
げ
ず
、
新
し
い
道
を
切
り
拓
く

南
高
生
の
持
っ
て
い
る
能
力
と
努
力
に

は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
、
若
人
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
日
々
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
も

と
、
日
本
の
厳
し
い
未
来
像
を
予
想

す
る
向
き
も
あ
り
ま
す
が
、
南
高
に

は
校
歌
二
番
に
あ
り
ま
す
「
誇
り
を
胸

に
」
ス
ピ
リ
ッ
ツ
が
あ
り
ま
す
。「
こ
の

国
は
わ
れ
ら
が
ひ
ら
く
、
ふ
る
さ
と
の

誇
り
を
胸
に
」
の
気
概
は
、
在
校
生
に

も
つ
な
が
る
南
高
山
脈
に
受
け
継
が
れ
、

今
後
も
こ
の
「
登
城
ケ
丘
」
で
連
綿
と

育
ま
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
昨
年
の
同
窓
会
総
会
に

は
、
一
期
生
の
方
も
お
元
気
に
参
加
さ

れ
ま
し
た
。「
本
校
開
校
当
初
に
は
伊

勢
湾
台
風
も
襲
来
し
、
生
徒
も
総
出
で

復
旧
作
業
を
し
た
こ
と
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
荒
地
で
、
こ
れ
も
全
校
で
草
を
抜
き

小
石
を
拾
い
、
砂
を
入
れ
て
整
地
し
た

こ
と
。」
な
ど
、
学
校
を
生
徒
・
職
員

全
員
で
盛
り
立
て
て
き
た
当
時
の
お
話

を
お
聴
き
し
ま
し
た
。
現
代
は
モ
ノ
や

情
報
が
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
が
、「
皆

で
分
か
ち
合
っ
て
」
生
き
て
き
た
時
代

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
い
つ
の
時

代
に
も
社
会
や
歴
史
を
リ
ー
ド
し
よ
う

と
す
る
人
に
は
、「
生
き
る
痛
み
を
分

か
ち
合
え
る
」
徳
高
き
、
豊
か
な
人
間

性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
こ
と
を

基
本
に
据
え
、
生
徒
の
可
能
性
を
引
き

出
し
、
学
力
の
伸
長
と
進
路
希
望
の
実

現
を
図
る
」
本
校
学
校
像
を
実
現
す
べ
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講
演
会

O
B's Lecture

平
成
26
年
７
月
９
日

2
年
生
を
対
象
に
様
々
な
職
業
の
同
窓
生
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
日
市
商
業
高
校
校
長

ガ
イ
ダ
ン
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

水
谷
久
康
（
12
期
）

　
「
こ
こ
ろ
と
は
目
に
み
え
る
も
の
で

は
な
い
」

　

心
理
学
で
は
脳
科
学
や
統
計
学
な
ど

を
利
用
し
な
が
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
講
演
で
は
人
間
の
こ
こ
ろ
と

脳
の
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
具
体

例
を
交
え
な
が
ら
体
験
し
「
脳
は
こ
こ

ろ
を
だ
ま
す
」
こ
と
「
こ
こ
ろ
は
脳
を

だ
ま
す
こ
と
」
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た

「
騙
さ
れ
た
脳
が
体
を
操
る
」
と
い
う

こ
と
を
知
り
、
試
合
や
試
験
で
の
実
力

の
発
揮
す
る
考
え
方
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
す

る
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
半
で
は
、
心
理
学
を
学
ん

で
の
進
路
と
し
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
心
理
士
、
広
告
代
理
店
な
ど
具

体
的
な
職
業
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

日
本
旅
行
株
式
会
社

四
日
市
営
業
所
営
業
課
長

曽
根
尚
次
（
26
期
）                                

　
「
旅
行
す
る
な
ら
航
空
機
派
？
列
車

派
？
」「
伊
勢
海
老
派
？
松
阪
牛
派
？
」

な
ど
、
多
く
の
二
択
か
ら
始
ま
っ
た
ご

講
演
に
、
生
徒
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら

引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

も
旅
の
要
素
で
あ
り
、
他
に
も
、
い
い

旅
を
作
る
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
そ
う
で
す
。

お
仕
事
で
は
、
①
相
手
の
気
持
ち
を
伺

う
こ
と
、
②
工
夫
し
て
提
案
す
る
こ
と
、

③
振
り
返
る
こ
と
、
を
大
切
に
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

大
学
選
択
な
ど
ご
自
身
の
高
校
時
代

の
お
話
、
そ
し
て
大
学
生
は
や
り
た
い

こ
と
が
で
き
る
か
ら
楽
し
か
っ
た
と
い

う
こ
と
な
ど
も
お
話
い
た
だ
き
、
生
徒

た
ち
は
将
来
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

千
葉
大
学
助
教

Ｊ
Ｓ
Ｔ
さ
き
が
け
研
究
員

矢
守　

航
（
37
期
）

　
「
科
学
者
・
教
育
者
を
志
す
人
へ
」

と
題
し
、
遺
伝
子
改
変
技
術
や
植
物
工

場
な
ど
、
植
物
科
学
の
最
先
端
研
究
を

ご
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
球

温
暖
化
か
ら
植
物
の
光
合
成
に
至
る
ま

で
、
植
物
に
関
す
る
様
々
な
お
話
が
生

徒
の
関
心
を
惹
い
て
い
ま
し
た
。

　

手
品
や
虹
色
の
バ
ラ
を
使
っ
た
お
話

に
は
皆
が
喜
ん
で
聴
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
と
に
か
く
自
分
が
面
白
い
と
思
う

こ
と
を
見
つ
け
、
人
が
や
ら
な
い
よ
う

な
こ
と
を
考
え
、
追
究
し
て
ほ
し
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
良
き
指
導
者
に
な
る
た
め
の

心
構
え
も
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夢
や
目
標
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
と
、

小
さ
な
達
成
感
の
積
み
重
ね
が
そ
こ
に

つ
な
が
る
の
だ
と
い
う
言
葉
は
生
徒
へ

の
励
み
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

三
重
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
看
護
師

白
木
由
華
（
47
期
）

　

小
学
生
の
頃
か
ら
看
護
師
に
憧
れ
を

持
ち
、
夢
を
実
現
し
て
い
く
過
程
や
学

生
時
代
の
実
習
の
こ
と
、
今
現
在
の
職

場
で
の
様
子
を
お
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

命
に
係
わ
る
仕
事
だ
け
に
入
院
中
の
患

者
の
あ
ら
ゆ
る
処
置
に
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ

ク
と
い
う
複
数
人
で
の
確
認
を
怠
ら
な

い
こ
と
な
ど
、
ミ
ス
の
許
さ
れ
な
い
仕

事
で
あ
る
緊
張
感
が
と
て
も
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

在
校
生
に
向
け
て
は
、
ご
自
身
の
経

験
の
下
、
人
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
や
「
勉
強
も
部

活
も
最
後
ま
で
や
り
き
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
熱
い
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
生
活
の
リ
ズ
ム
の
大
事
さ
を
教
え

て
頂
き
、
生
徒
も
卒
業
ま
で
の
過
ご
し

方
を
考
え
る
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

株
式
会
社
マ
イ
フ
ァ
ー
ム
大

学
校
事
務
部

磯
川
麻
里
（
44
期
）　                             

　
「
自
然
」「
農
業
」「
教
育
」「
海
外
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
青
年
海
外
協
力
隊
に

参
加
し
た
ア
フ
リ
カ
（
ウ
ガ
ン
ダ
）
で

の
生
活
や
経
験
を
交
え
、
自
分
の
歩
ん

で
き
た
道
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
現

在
の
職
業
に
至
っ
た
経
緯
を
「
自
分
を

生
き
る
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
日
本
の
生
活
の
中
で
は
体
験
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
画
像
や
、
目

に
し
た
こ
と
の
な
い
風
景
を
見
せ
ら
れ
、

海
外
へ
の
興
味
関
心
が
大
き
く
な
り
ま

し
た
。

　

在
校
生
に
向
け
て
「
ぶ
れ
な
い
キ
ー

ワ
ー
ド
を
も
ち
、
意
志
を
も
っ
て
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
い
う
熱

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
、
自
分
自
身
を

見
つ
め
直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
株
式
会
社

エ
ン
ジ
ニ
ア
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

水
谷
真
樹
（
48
期
）

　
「
学
生
時
代
に
で
き
る
こ
と
」
と
題

し
、
大
学
卒
業
ま
で
の
５
年
間
に
何
が

あ
る
の
か
、
何
を
準
備
し
て
お
く
と
よ

い
の
か
、
学
生
時
代
に
何
が
で
き
る
の

か
を
、
自
ら
の
経
験
を
交
え
て
、
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
受
動
的
で
は
何
も
入
っ
て
き
ま
せ

ん
。
能
動
的
に
動
き
ま
し
ょ
う
」「
尻

込
み
を
し
な
い
」「
身
の
程
を
わ
き
ま

え
な
い
」
な
ど
力
強
い
ア
ド
バ
イ
ス
は
、

在
校
生
に
も
良
い
刺
激
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

  

ま
た
、
検
索
サ
イ
ト
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ

に
は
、
一
日
19
億
件
・
１
秒
あ
た
り

２
万
２
０
０
０
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
る

な
ど
、
具
体
的
な
数
字
を
挙
げ
て
、
今

日
の
情
報
社
会
や
イ
ン
タ
―
ネ
ッ
ト
ビ

ジ
ネ
ス
に
関
し
て
も
、
興
味
深
く
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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本
年
度
の
卒
業
生
数
は
、
８
ク
ラ
ス

（
内
、
数
理
コ
ー
ス
２
ク
ラ
ス
）
の
合

計
317
名
で
し
た
。進
学
者
数
は
292
名（
内

男
子
121
名
）
で
、
全
体
の
92.1
％
が
進
学

し
ま
し
た
。
残
り
の
う
ち
、
7.9
％
は
浪

人
生
で
す
。
数
理
コ
ー
ス
は
卒
業
生
の

57.5
％
が
国
公
立
大
学
に
、
38.8
％
が
私
立

大
学
に
進
学
し
て
い
ま
す
。
学
年
全
体

の
国
公
立
大
進
学
者
の
35.9
％
が
数
理
コ

ー
ス
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
公
立
大
学
の
延
べ
受
験
者
数
は
371

名
、
合
格
者
数
は
128
名
、
入
学
者
数
は

110
名
で
す
。
合
格
率
は
34.5
％
（
入
学
率

は
85.9
％
）
で
、
国
公
立
４
年
制
大
学
の

現
役
生
と
過
年
度
生
合
計
合
格
者
数
は

141
名
で
し
た
。

　

現
役
生
の
主
な
国
立
大
合
格
校
は
、

難
関
大
で
は
大
阪
大
（
３
）、
名
古
屋

大
（
４
）、
東
京
工
業
大
（
１
）、
神
戸

大
（
１
）、
広
島
大
（
１
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
つ
い
で
、
東
京
学
芸
大
（
１
）、

東
京
芸
術
大
（
１
）、
金
沢
大
（
４
）、

名
古
屋
工
業
大
（
７
）、
三
重
大
（
30
）、

信
州
大
（
３
）、
静
岡
大
（
５
）
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。
公
立
大
学
合
格
校

は
、
首
都
大
東
京
（
１
）、
横
浜
市
立

大
（
１
）、
都
留
文
科
大
（
１
）、
名
古

屋
市
立
大
（
４
）、
京
都
府
立
大
（
１
）、

大
阪
市
立
大
（
１
）、大
阪
府
立
大
（
１
）

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
部
別
の
特
徴
で
は
、
工
学
部
系
統

の
合
格
者
比
率
が
28.9
％
（
昨
年
37.8
％
）

と
最
も
多
く
、
例
年
の
こ
と
な
が
ら
本

校
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
い
で
、
教
育
学
部
系
統
の
17.2
％
（
昨

年
6.3
％
）
が
こ
れ
に
続
き
ま
す
。
全
国

的
に
志
願
者
が
減
少
し
て
い
る
教
育
学

部
系
統
で
志
願
者
が
大
幅
に
増
え
た
の

が
、
今
年
の
本
校
の
大
き
な
特
徴
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
経
済
・
商

学
部
系
統
の
13.3
％
（
昨
年
14.4
％
）、
文

学
部
系
統
の
10.2
％
（
昨
年
13.5
％
）
と
続

き
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
に
資
格
系
学

部
に
志
願
者
が
集
ま
る
傾
向
が
あ
り
、

本
校
で
も
看
護
学
部
系
統
の
合
格
者
比

率
は
5.5
％
（
昨
年
6.3
％
）
と
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
。
一
方
、
２
年
連
続
で
大

き
く
志
願
者
を
減
ら
し
た
の
は
、法
律
・

政
治
学
部
系
統
で
、
合
格
者
比
率
は
0.8

％
（
昨
年
3.6
％
）
で
し
た
。
全
国
的
な

傾
向
と
同
様
、
不
人
気
傾
向
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

国
公
立
大
学
は
教
育
、
就
職
環
境
に

優
れ
る
た
め
、
多
く
の
生
徒
が
全
国
的

な
視
野
を
持
っ
て
国
公
立
大
の
受
験
校

選
択
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
旧
課
程
最
後
の
入
試
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
全
国
的
に
安
全
志
向
が
働
い
た

出
願
と
な
り
、
本
校
に
お
い
て
も
前
期

日
程
か
ら
幅
広
く
志
望
校
を
考
え
、中
・

後
期
日
程
に
お
い
て
も
２
次
学
力
を
考

慮
し
な
が
ら
の
慎
重
な
出
願
を
行
い
ま

し
た
。
卒
業
式
を
終
え
た
後
も
小
論
文

指
導
や
面
接
指
導
な
ど
の
２
次
対
策
に

登
校
し
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
中
・

後
期
日
程
ま
で
粘
り
強
く
受
験
す
る
こ

と
で
合
格
を
得
ら
れ
た
生
徒
も
多
く
い

ま
し
た
。

　

私
立
４
年
制
大
学
の
延
べ
受
験
校
数

は
1
7
9
4
校
、
重
複
を
除
く
受
験
者

数
は
297
名
で
し
た
。
平
均
併
願
校
数
は

6.04
校
（
昨
年
5.88
校
）
と
増
加
し
、
一
人

あ
た
り
の
受
験
校
数
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
受
験
者
動
向
に
つ
い
て

は
、
一
般
後
期
、
セ
ン
タ
ー
利
用
後
期

の
各
日
程
で
そ
れ
ぞ
れ
受
験
者
数
が
減

少
し
ま
し
た
が
、
一
般
入
試
前
期
日

程
の
受
験
者
数
が
延
べ
889
人
（
昨
年
延

べ
864
人
）、
セ
ン
タ
ー
利
用
前
期
日
程

で
、
延
べ
774
人
（
昨
年
延
べ
684
人
）
と

と
も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
セ
ン

タ
ー
利
用
前
期
日
程
の
受
験
者
は
大
幅

な
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

前
期
日
程
で
の
志
願
者
数
・
平
均
併
願

校
数
の
増
加
は
、
旧
課
程
最
後
の
入
試

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
前
期
日
程
で
私

立
大
学
を
１
つ
は
確
保
し
た
い
、
と
い

う
安
全
志
向
が
働
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
学
部
別
合
格
状
況
は
、
や
は

り
工
学
部
系
統
が
25.4
％
と
最
も
多
く
、

つ
い
で
、
文
学
部
系
統
（
20.6
％
）、
経

済
・
商
学
部
系
統
（
12.7
％
）
と
続
き
ま
す
。

文
学
部
系
統
の
中
に
は
、
文
学
部
教
育

学
科
も
含
ま
れ
て
お
り
、
今
年
の
本
校

の
特
徴
で
あ
る
教
育
学
部
系
統
へ
の
志

望
者
増
と
相
ま
っ
て
合
格
者
数
が
増
え

ま
し
た
。
国
公
立
大
の
傾
向
と
数
字
的

な
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
学
部
・
学
科

の
多
様
化
に
よ
り
、
系
統
分
類
が
煩
雑

に
な
っ
て
い
る
た
め
で
、
校
内
で
の
志

望
動
向
に
は
大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

工
学
部
系
の
大
学
別
志
願
者
数
を
見

る
と
、
名
城
大
が
158
人
（
昨
年
156
人
）

と
安
定
し
た
人
気
で
す
。
一
昨
年
に
工

学
部
を
新
設
し
た
中
京
大
が
70
人
（
昨

年
56
人
）
と
こ
れ
に
続
き
ま
す
。
昨
年

志
願
者
を
減
ら
し
た
愛
知
工
業
大
が
60

人
（
昨
年
38
人
）
と
数
を
増
や
し
、
一

昨
年
を
上
回
る
受
験
者
数
と
な
り
ま
し

た
。
中
部
大
も
２
年
続
け
て
の
増
加
で
、

受
験
者
は
51
人
（
昨
年
38
人
）
と
な
り
、

志
願
者
数
は
２
年
前
の
約
６
倍
と
な
っ

て
い
ま
す
。
地
元
志
向
が
強
く
、
私
立

大
の
受
験
校
を
通
学
可
能
な
中
部
圏
の

大
学
に
シ
フ
ト
し
て
き
た
こ
と
が
１
つ

の
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
南
山
大
学

理
工
学
部
は
2
0
1
5
年
4
月
に
キ
ャ

ン
パ
ス
統
合
を
行
い
、
瀬
戸
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
と
移
転

し
ま
す
。
立
地
条
件
が
志
願
者
の
増
減

に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

通
学
の
利
便
か
ら
志
願
者
数
が
大
幅
に

増
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

大
学
別
の
受
験
者
数
を
み
る
と
、
中

部
圏
で
は
名
城
大
255
人
（
昨
年
222
人
）、

中
京
大
182
人
（
昨
年
208
人
）
の
受
験
者

数
が
多
く
、
中
京
大
は
昨
年
よ
り
受
験

者
数
を
減
ら
し
た
も
の
の
根
強
い
人
気

を
持
っ
て
い
ま
す
。
次
い
で
、
南
山
大

149
人
（
昨
年
107
人
）、
中
部
大
123
人
（
昨

年
76
人
）、
愛
知
淑
徳
大
82
人
（
昨
年

60
人
）、
愛
知
大
77
人
（
昨
年
73
人
）
と

続
き
ま
す
。
関
西
圏
で
は
立
命
館
大
104

人
（
昨
年
129
人
）、
同
志
社
大
42
人
（
昨

年
34
人
）、
近
畿
大
35
人
（
昨
年
30
人
）

が
受
験
者
数
上
位
校
で
す
。　

  

年
々
、
保
護
者
進
路
説
明
会
へ
の
参

加
者
が
増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
保
護

者
の
方
の
進
路
指
導
へ
の
関
心
の
高
ま

り
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
今
後
も
邁
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
先
輩
諸
氏
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。（

進
路
指
導
部　

稲
垣
良
二
）

進

路

状

況
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会　　長	 粕谷邦男	 （２期）
副 会 長 	 田中　正	 （２期）
	 山路　熟	 （14期）
	 鈴木正司	 （17期）
書　　記	 大日方敏之	 （15期）　
	 水谷正美	 （23期）
	 今村健治	 （５期）
会　　計	 小柳秀樹	 （20期）
	 石原正敬	 （29期）
	 小寺了俊	 （９期）
会計監査	 浦田　治	 （19期）

【学校側】　　
顧　　問	 田中真司	 学校長
会　　計	 佐藤三重	 事務次長
理　　事	 稲垣良二	 教諭
	 川﨑千佳子　　 〃	
	 西　綾	   〃
	 服部圭一　　　 〃
	 廣田育男	   〃
	 藤波　厚	   〃
	 村野玉紀	   〃

【連絡先】　
〒510-8562　四日市市大字日永字岡山4917
三重県立四日市南高等学校同窓会事務局
TEL.059-345-3177・3178　FAX.059-345-9549
http://www.4nan.jp/dousou/     E-mail  ds@4nan.jp

教
職
員
異
動

同 窓 会 役 員

平
成
二
十
六
年
度
（
敬
称
略
）

【
退
職
】

理
科	

大
平
善
朗

英
語	

田
中
容
子　

【
転
出
】	

【
転
出
先
】

教
頭	

山
添
欣
一	

桑
名
高
校

情
報	

杉
野
信
行	

上
野
高
校
定
時
制
（
教
頭
）

数
学	

北
村
亜
衣	

昴
学
園
高
校

理
科	

小
林
史
典	

久
居
高
校

美
術	

松
葉
直
子	

川
越
高
校

保
体	

渡
邉
真
佑
子	

伊
賀
白
鳳
高
校　

英
語	

伊
藤　

智	

紀
南
高
校

事
務	

渡
邉
章
人	

北
勢
流
域
下
水
道
事
務
所

【
転
入
】	

【
前
任
校
等
】

数
学	

川
崎
千
佳
子	

四
日
市
西
高
校

理
科	

中
村
陽
明	

桑
名
北
高
校

	

倉
田
泰
之	

神
戸
高
校

英
語	

服
部
圭
一	

神
戸
高
校

美
術	

廣
田
光
司	

昴
学
園
高
校

情
報	

柴
原
清
成	

伊
勢
高
校

事
務	

座
安
麻
美	

農
林
水
産
部
み
ど
り
共
生
推
進
課

【日時】平成26年８月9日（土）
【会場】四日市都ホテル 3F  朝明の間

■午後２時より理事会　
■午後３時より総会・懇親会
■会費  社会人2,000円、学生無料
■今年度の総会では、三重県教育委員会委員長の岩崎

恭典様をお迎えして、三重の教育事情についてご講
演頂きます。また、懇親会では23期生ならびに53期
生の担任の先生方など懐かしい方々をゲストにお迎
えする予定です。ぜひ、総会及び懇親会に足をお運
びください。

【日時】平成26年10月4日（土）
【会場】三重テラス  １Fレストラン

　　　 東京都中央区日本橋室町2-4-1
　　　　  浮世小路千疋屋ビル YUITO ANNEX １F

■16時30分受付
■17時～ 20時
■会費6,000円（学割3,000円）

【お申込み方法】
四日市南高校同窓会ＨＰより、第６回四日市南高校東京同
窓会の参加申し込みフォーマットよりお申し込みくださ
いさい。

【問い合わせ先】　
四日市南高校同窓会理事14期 山路みのるまでお願いしま
す。
TEL.090-3255-2644

平成26年度  総会及び懇親会

第６回  四日市南高校東京同窓会

第２回  四日市南高校同窓会ゴルフ大会のご案内
四日市南高校同窓会では、第２回ゴルフ大会を開催します。

【日時】平成26年10月９日  木曜日
【場所】名四カントリークラブ   四日市市山之一色町1760
※詳細は同窓会ＨＰに掲載します。

【お申込み方法】
四日市南高校同窓会HPより第２回ゴルフ大会の申し込み用紙（PDF）をプ
リントアウトし、FAX（059-359-3021）でお申し込みください。

【お問い合せ先】
四日市南高校同窓会理事14期 山路みのるまでお願いします。
TEL.090-3255-2644
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